
特別支援学校管理職になる前の学びを支える部主事研修  

 

＜企画の趣旨＞  

特別支援学校には幼稚部、小学部、中学部、高等部という４つの部があり、その部を

担うのが部主事です。管理職と教員をつなぐ重責を担いますが、学校マネジメントの研

修は不十分です。そこで、岐阜大学教職大学院では、2021 年度、独立行政法人教職員

支援機構（NITS）とコラボして全国初の部主事研修を開発しました。  

本研修の目的は、部主事の先生に対して「校長先生の経営方針を踏まえて学部組織を

協働的に経営する力量を向上する」ことです。8 月に、学校経営・学部経営に関する講

義を受け、自身の課題意識に基づくグループ演習で、学部経営の充実策を作成します。

そして、12 月に、学部経営の実践を振り返り、成果と課題を検討し、部主事に必要な

考え方や行動を明らかにします。  

 

＜対象・内容＞  

岐阜県内特別支援学校の校長先生推薦の各校１名の部主事が参加  

2021-2022 まで 4２名受講  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部主事研修の全  

      １   

講義   分「特別支援学校学校経営・課題   考」

演習   分 「学部経営向上の作成」

・教 的 ー に  た教  （ 名）

・教 的 ー に  た教  （ 名）

・     関  （ 名）

・     関  （ 名）

・ 部  （４名）

全   分 グループ  （各 分）まと 
    学部経営向上 画  

           

演習   分 「学部経営実践に基づく考 」

・教 的 ー に  た教  （ 名）

・教 的 ー に  た教  （ 名）

・     関  （ 名）

・     関  （ 名）

・ 部  （４名）

全   分 グループ  （各 分）まと 
    学部経営向上実践  

 の うに課題を え、分 し、  策を くか
内容 、組織   、組織 営 から 理

学部経営実践
 学部経営充実策
の作成

学部経営実践  学部経営充実策
の実践の考 

 月    月   月   月    月  月

管理職として
の学び

  

・実践したこと
・うまくい たこと・ しか たこと
・な 、うまくい たか・ しか たか
・部主事の考え方や行動として大 なこと

自らの学部経営実践の意 を 識し、高度 する



＜研修の評価とまと ＞  

研修の満足度は、 10

点中 9.2 点（8 月）、9.4

点（12 月）でした。  

 部 主 事 の 職 務 に 役 立

つ見方や考え方、学部経

営 を 向 上 さ せ る 具  策

とも高評価でした。  

部 主 事 に 必 要 な 考 え

方 や 行 動 と し て 以 下 の

ことが指摘されました。 

 

・校長の経営方針を理 し、それを踏まえて学部経営のビジョン経営 画を作成する。 

・部主事自ら率先して、子 もの学び、担任の い等の現状を把握する。  

・現状 識を踏まえ、部の方向性を示し、子 もの学びの姿を軸に教員へ働きかける。 

・管理職との違いを踏まえた部主事の役割の 識や管理職への具申。  

・次を担う人材 成を考えながらの業務遂行。  

各校の部主事の役割、悩みを共有することで、自分自身を振り返り、  の方向性を

考えられた、ファシリテーターが各校の成果と課題を 理して価値付けし、効力感や手

 えを感 ることができた等が指摘されました。  

多忙な中で、部主事の先生が学部経営の課題を学校マネジメントの観点から 理し、

先の展望を得られたこと、うれしく います。部主事の先生の学びを支えていただいた

校長先生、同僚の先生、岐阜県教 委員会様に深く感謝いたします。  


